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町内の��������	
�
�����のため、駅前れんが
倉庫の整備に取り組みます。

住民が誇りを持って快適に暮
らせるように��������
��を目指します。

道路、公園などの公共施設と宅
地の利用増進を図るため���
�����を推進します。

����������������
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� ���������������������������������

安心して子供を生み育てられ
る環境を作るため�����
��を推進します。

農業の様々な課題に対応する
ため��������	��

���などへ支援します。
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地域福祉計画、介護保険事業計
画を策定し��������	
��������を推進します。

電子申請をはじめ、行政サービ
スの充実化を図るため����
����を整備します。

住民生活の利便性を高めるため
に��������	
につい
て検討し、実現を目指します。

�������������を
図り、学生ニーズを踏まえた商
店街づくりに取り組みます。
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昨
年
は
町
内　

地
区
で

１８

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的

と
し
た
地
域
料
理
講
習
会

を
実
施
。
小
学
生
と
そ
の

親
を
対
象
と
し
た
「
お
や
こ
料
理
教

室
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

  
今
年
は
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
、
豆

を
使
っ
た
料
理
を
広
め
た
い
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

町
食
生
活
改
善
協
議
会
長

��������

　

昨
年
８
月
石
狩
当
別

駅
前
に
町
民
の
お
口
の

健
康
増
進
を
目
的
と
し

た
「
歯
の
健
康
プ
ラ
ザ
」

を
開
設
。
健
康
診
査
を
通
じ
そ
の
人

に
合
っ
た
ケ
ア
の
方
法
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
親
子
で
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

日
頃
の
歯
み
が
き
の
点
検
、
歯
周
病

予
防
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

�
�
�
�
�
�

北
海
道
医
療
大
学
歯
学
部
助
教
授

�

�

�������������������

�������������������

�
���������	
��
��������

　

今
年
３
月
、
町
は
町
民
と
協
力
し
「
い
き

い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
の
目
標
を

定
め
た
「
と
う
べ
つ
健
康
プ
ラ
ン　

」
を
作

２１

り
ま
し
た
。

　

４
つ
の
健
康
目
標
を
、
広
く
町
民
に
知
っ

て
も
ら
い
、
共
に
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し

元
気
な
ま
ち
と
う
べ
つ
を
作
ろ
う
と
開
催

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
６
月　

日
（
土
）・

２５

「
ゆ
と
ろ
」）
に
は
約　

人
の
町
民
が
参
加

８０

し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
畠
山
計
画
策
定
委
員
か
ら

策
定
ま
で
の
経
過
報
告
と
、
町
保
健
師
か
ら

プ
ラ
ン
内
容
と
町
民
の
健
康
の
現
状
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
４
つ
の
柱
に

関
係
す
る
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
健
康

づ
く
り
に
は
、
団
体
の
活
動
が
と
て
も
大
切

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

�������������������������������������������������������������	
���������

�
�
��
�
�
�
�
	



�

当
別
町
は
、
肥
満
者
が
多
く
、
高
脂
血
症

や
糖
尿
病
、
腰
痛
な
ど
を
患
っ
て
い
る
方
も

多
く
い
ま
す
。
そ
ん
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、

生
活
習
慣
病
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め

の
計
画
づ
く
り
を　

人
の
策
定
委
員
が
進
め

１３

て
き
ま
し
た
。

　

特
に
計
画
の
素
案
が
で
き
る
前
に
、
町
民

の
意
見
を
良
く
聞
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
、

４
つ
の
健
康
目
標
を
立
て
て
、
生
活
に
即
し

た
実
行
可
能
な
計
画
に
し
て
い
ま
す
。

��������

��������������

・食生活の大切さを知ろう。
・野菜や豆類をしっかり食べよう。
・自分に適した体重と
　　　　　　　食事量をめざそう。

・むし歯を予防し、未来の大人の歯 
　を守ろう（子供）
・歯周病を予防し、８０２０運動を実践
　しよう（大人）

・一人で抱え込まず人とのつなが
　りを大切にしよう
・こころの健康を保つため気軽に
　相談しよう。    

���������

・運動のきっかけをみつけよう。
・日常生活に運動を組み入れよう。

              ��������	
��
�����������

����������	
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年
前
、
町
の
健
康
教

１２
室
を
手
伝
っ
て
い
て
食

事
だ
け
で
は
健
康
は
改

善
し
な
い
と
感
じ
、
歩
く

自
主
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。

　

人
生
最
後
ま
で
自
分
の
足
と
意
志

で
歩
こ
う
と
、
町
内
散
策
や
登
山
な

ど
を
行
う
毎
月
１
回
の
例
会
に
は
、

常
時　

人
位
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

４０

　

今
後
は
筋
力
を
維
持
し
て
い
く
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
活
動
が
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

�

サ
ー
ク
ル
あ
る
っ
く
会
長

　

外
出
の
機
会
が
少
な

い
高
齢
者
を
対
象
に
健

や
か
さ
を
保
つ
集
い
「
か

す
み
草
の
集
い
」
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
６
年
前
か
ら
参
加
。

    
現
在　

人
の
地
域
ス
タ
ッ
フ
が
、

４７

自
分
に
で
き
る
範
囲
で
月
１
回
の
準

備
会
と
例
会
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
楽
し
み
が
増
え
た
、
笑

う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
な
ど
良
い
結

果
が
出
て
、
そ
れ
が
励
み
で
自
分
た

ち
も
続
け
て
い
ま
す
。「
月
２
回
開

い
て
！
」
と
い
う
声
に
対
応
で
き
な

い
の
が
悩
み
で
す
。

�
��
�
�

�

か
す
み
草
の
会
代
表

���������

���
���

シンポジウムの席上で、公募で選ばれた健
康づくりのキャラクター「ケンタ君」の作
者遠藤房江さんに、泉�町長より感謝状が
贈られました。

　４人のパネラーの発表を聞いた渡
部所長は、それぞれ個人や団体の活動
が町の健康づくりの源として大きな

力を持つことを実感したこと、さらに「健康になって何を
するのか」を皆さんで考えてほしいと投げかけました。

コーディネーター
��������	


　今日は町長選挙の告示日で二期目を目指し
て9時から出陣式になった。
　4年前と違って、いろいろな政党の国会議員
や道議会議員の先生方が沢山来て下さったし、
400人くらい集まってくれた方々の顔に余裕が
あって有難かったが、逆に私の気持ちは前回よ
り不安でここ一ヶ月ぐらいは特に緊張した。
　無投票かもしれないなどと言われても、もし
対立候補がでたら選挙は運不運もあるし、何が
起きるか予測出来なかった。
　然し、選挙カーで走り出してから、そんな私
の不安はたちどころに消えた。
　前の選挙の時より静かで街中が無表情に見
えたのに選挙カーに向って手を振ってくださ
る人の元気な姿に、すぐ感激が甦って来た。
　一瞬の感動を忘れられなくて４年間苦しい練
習を続けるオリンピックの選手と似たところ
があって、私はこれで１１回目の選挙だったが選
挙カーに乗った時の自分がたまらなく好きな
んだと思う。
　慌ててレースのカーテンを開けて手を振っ
て下さる主婦らしい人、息を切りながら車に近
づいて来て下さるお年寄り、遠くの畑から両手
を振って下さる農家の家族の姿などが私の胸
を激しくゆさぶるのである。
　今回は特に商店街と農家の人は随分手を
振っていただいたように感じて、仕事中にと思
うと自然に頭が下がった。
　住宅街では手が届くほどの近くを通っても
無視される時もあるがそんな時はウグイス嬢
に私が声をかけて選挙カーの中を和ませた。
　5時丁度に選挙対策事務所から無投票になっ
た電話連絡が入った。その時、ヨシ！！たった
一日の選挙運動でもいろいろな人が住んでい
るのを、再認識したけど、この町を“美しい自
治体”にまとめて行きたいと大きく深呼吸した。
　住宅地で遊んでいた子供達があちこちで選
挙カーに向かって小さな手を大きく振ってく
れた昼間の光景が頭から消えない一日だった。

�����������
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　　(7月10日）

　日頃から自分たちの手でまちづくりをしようと活動
している「ふくろう街道景観保存会」が、６月にふく
ろう街道と名付けられた道道当別浜益港線で花壇作成
やゴミ拾い活動を行いました。
　この日の作業には、関係町内会や老人クラブなど８
団体から２００人が集まりたくさんの車が行き交う中、サ
ルビアやマリーゴールドの苗2,000株を移植したほか、
チューリップの球根約1,300個を植えました。
　２時間の作業で花壇はきれいな花で一杯になり、参
加者は「町をきれいにする活動をどんどん続けて行き
たい」と話していました。

　

��������	
��

　　　　(6月25日）

　今年のＳＵＮキューフェスティバルはＹＯＳＡＫＯＩソー
ラン祭り道央支部大会と同時開催され、約2,500人の来場者で
賑わいました。丸太切りコンテストや幼稚園・保育園対抗の綱
引き大会では、白熱した戦いにたくさんの声援が送られまし
た。
　道央支部大会が行われたＹＯＳＡＫＯＩは、道内各地から２６
チームが参加し、雨にもかかわらず元気な踊りを披露して会場
一体となって盛り上がりました。
　切花の即売会、フリーマーケット、飲食コーナーにもたくさ
んの人が集まり、会話をしながら買い物を楽しむ町民の姿があ
りました。

　石狩管内の商工会が合同で、子供たちが楽しめるイ
ベントを実施しようと「キッズフェスティバル」を白
樺公園で開催しました。
　当日は北広島、厚田、新篠津、浜益、当別の商工会
が各市町村の特産品などを販売したほか、子供たちが
自分のお店を出す「キッズチャレンジショップ」では、
お客さんに元気な声で呼びかけたり、商品を渡したり
するなど、お店の楽しさや難しさを体験していました。
　ビンゴ大会や映画上映会もあり、会場には夏休みに
入った子供たちがたくさん訪れて大いに盛り上がって
いました。

��������	
��
��
　　　　　(7月23日）
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　当別地区地域用水対策協議会が、「みくまりの郷・再
発見」と題して、用水路沿いの自然や景観に目を向けよ
うと参加者をつどい、青山にある「当別頭首工」から「水
田発祥の地」までの約１０ｋｍを歩きました。
　この日は、小雨模様の天候でしたが、２０人の参加者
はグループに分かれ約２時間かけてゆっくりと用水路
沿いを歩き、景観や生息する生物などじっくり観察し
写真を撮っていました。午後からは、撮った写真を地
図に貼り「みくまりの郷・再発見マップ」をなど作り
ました。参加者は田園風景が広がる中に、美しい景観
があることを改めて実感していました。
　

��������	
��

　　　　　　　(7月6日）

��������	
��
　　　　(6月25日）

　お寺で音楽を楽しみ、豊かなひとときを過ごしても
らおうと有志が集まり実行委員会を結成し「七夕コン
サート」を全久寺で開きました。
　８回目を迎える今年は東京でライブ活動を行ってい
る「トリアングロ」というグループとバイオリンニス
トの里見紀子さんのラテンジャズを中心としたコン
サートで、テンポのよい軽快な演奏が会場に響き、約
２００人の聴衆を魅了しました。
　また境内では、ビアガーデンも開かれ、おつまみや
スタッフ手作りのカレーなどを食べながら、くつろぐ
お客さんの姿が見受けられました。

��������	

　　　　　(7月7日）

　「赤い羽根・歳末たすけあい」の募金活動を行ってい
る当別町共同募金会がチャリティーパークゴルフ大会
を開催しました。
　１２０人が参加したこの大会は、２カ所にチャリティー
ホールを設置した特別ルールで行われ、参加者は、募
金をしながらパークゴルフを楽しみました。
　参加者の善意で98,972円の募金が集まり、プレー後
は「パークゴルフと募金活動が一緒にできて気持ちが
いい」とどの人も満足した表情でした。
　集まった募金は、町内の福祉事業や道内の福祉施設
などで役立てられます。

　北海道医療大学生に農村の魅力や農産物本来のおい
しさを味わいながら当別の良さを伝える農家ステイが
スタートしました。
　「学生生活を送る当別町を知りたくて申し込んだ」と
いう１年生の３人は、ハレルヤ農産でソーセージ作り
に挑戦しました。３人は、加工機など初めて見るもの
ばかりで驚いた様子でしたが、コツを教えてもらいな
がら、真剣にソーセージを作っていました。　
　体験を終えて「大学生活以外にもこのような経験が
でき、とても良かった」と充実した表情で感想を話して
くれました。

　

��������	��
��

　　　　(7月23日）
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　６月１４日（火）にＰＴＡ施設委員会が中心となり、教職員やあすな
ろ学級生徒総勢２４人が参加して、校門前のスウェーデン大通り沿いに
花壇をつくり、６００株の花を植えました。
　教育活動の「共に働く（動く）」精神が美しいまちづくり、美しい学
校づくりに活かされた活動となりました。また、生徒会ボランティア
委員会の活動により、生徒玄関前や中庭にもたくさんの花が元気に咲
いており、先生も生徒たちも花を観賞することで心を癒されています。
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　１３人の「わらびっ子」たちは、田園
の広がる緑豊かな蕨岱の地で、仲良く
学校生活に励んでいます。そんな蕨岱
小学校も平成１９年３月末、開校９５年を
もって閉校することが決まり当別小学
校へ統合されます。今からたくさんの
友達ができるようにと７月１４日（木）
に行われた当別小学校の「ふれあい

デー」に「わらびっ子」たちも参加し、交流を深めました。　
　「わらびっ子」たちもお店を出し、手作りのコリントゲームと心のこもった
景品を用意して、当小のお友達と楽しく心を通わせることができました。
� �����������������������������������������������������������

　当別小学校では、一人一人の児童の個性やつまずきに応じた指導を柔軟に
進め、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るために、複数の教師が協力
して授業を展開する工夫をしています。
　３年生以上の学年から算数でティームティーチング（ＴＴ）の授業を行っ
たり、北海道教育大学札幌校から２人の大学生を招いてスクールアシスタントティーチャーとして、低学年の算
数・国語の授業のお手伝いをしてもらっています。子どもたちは、分からないところをいろいろな先生から教え
てもらえるこの時間をとても楽しみにしています。

当別小学校
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蕨岱小学校
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　　西当別小学校では、児童の父親で結成して
いる　「パパファ　イトクラブ」が、６月１８日

（土）にグランドのブランコ、ジャングルジム、鉄棒などの遊具とサッ
カーゴールの塗装作業を行いました。
　青いペンキで塗られた遊具は新品さながらの輝きを取り戻し、サッ
カーゴールも真っ白に生まれ変わりました。
　手や顔に飛び散ったペンキを付けながらも、充実感あふれたパパファ
イトクラブ大奮闘の２時間半でした。
　子供たちも生まれ変わった遊具で毎日喜んで遊んでいます。
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西当別中学校

西当別小学校
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生 涯 学 習 だ よ り
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　札幌市を含む石狩管内１０市町村が共同で実施した「いしかり大好き！食の
体験ランド」に当別からの4組8人の親子を含む石狩管内の小学生と親５５組110
人が参加し、1泊2日を賑やかに過しました。
　１日目は、江別市にある酪農学園大学で農場見学とバターづくりを行い、
場所を道民の森に移してジャムづくりを体験。２日目には、子供たちが作っ
たサンドウィッチで朝食を食べ、当別のいもだんご汁など各市町村を代表す
る特産品の加工体験や試食を楽しみました。
　この事業は、食育に関する事業として今年度から３年間行われ、参加した親子からは「親子で料理体験ができ、
とても楽しかったので来年も参加したい」と言う声が聞かれました。
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　緑町の「森の道会館」で行われた「森の道通学合宿」に当別小学校の４～
６年生１９人とジュニアリーダーの中・高校生３人が参加し、４泊５日の共同生
活を体験しました。
　今年度の通学合宿では、「自分たちでやり遂げる」をモットーに炊事洗濯は
全て子供たちが行い、育成会などの関係団体が作成した星の観測会や水鉄砲
作りなどのプログラムに沿って様々な体験ができ、日を追うごとに子供たちの成長が見られました。
　最終日には、親を招待して会場の飾り付けから料理まで全てを子供たちが企画し、手作りしたパーティーで盛
り上がり、参加した子供の親は、成長した我が子の姿に驚きを隠せない様子でした。
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　７月１５日、１６日に行われた石狩管内中学校体育大会で
優秀な成績を収めた団体、個人が全道大会に出場するこ
とが決定しました。
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（７月２８日～３１日　東神楽町）

������

���（７月２５日～２７日　室蘭市）
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���（７月２９日～３１日　函館市）
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中学生(%)小学生(%)全国(%)

85.586.284食べる

10.810.511時々食べる

3.12.65食べない

0.60.70無回答

中学生(%)小学生(%)

52.250.７家族揃って

36.738.5家族の誰か

6.34.7子供だけ

2.52.7一人で

2.33.4その他

4.6%小学生頃から

28.1%中学・高校生頃から

33.9%高校卒業頃から

33.4%20歳代

中学生(%)小学生(%)

22.419.2ない

39.644.9少しある

37.435.7ある

0.60.2無回答
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（７月９日・１０日）

（７月18日～22日）
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▼���8月13日（土）

　　　　16時～20時

▼��　あそ公園
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　　自然の恵みをいただこう！

　　  ～家族でキノコ採り～

▼��　９月１８日（日）～１９日（祝）

▼��　環境の村（青山交流館）

▼��　２５名（先着順）

▼���　無料（ただし、宿泊と食

事の実費として子供2,000円、大人

3,000円が必要です。）

▼���きのこ採り・ナイトプログ

ラム・自然探検ほか

▼����　氏名・年齢・学年・学

校名・保護者連絡先（氏名、住所、電

話、FAX、Ｅメール）を記入し、電

話・FAX・郵送・Ｅメールで申し込

みください。
▼��　北海道

▼�������　NPO法人当別エ

コロジカルコミュニティー

�０６１－０２０６　川下７５４番地１１

�２２－４３０５/�２２－２２６３/

Ｅメール   tectec_ee@ybb.ne.jp     
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▼���8月21日（日）

　　　　14時～19時00分

���　町カラオケ連合会

▼���　松谷（�090－3110－

2583）
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▼���８月15日（月）・16日（火）

����　18時30分～19時20分

����　19時30分～20時10分

▼��　あそ公園

������������
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▼���　商工会（�２３－２４４７）

�今年も医療大学生が中心となっ

て開催します。

　小学生と一緒に作る巨大あんど

んや参加して楽しいイベントも盛

りだくさん。きっと幸せ気分にな

れるはず！！

　大きな募金箱も登場します。

▼���８月27日（土）・28日（日）

　　　　11時～20時

▼��　あそ公園・アウル

▼����ＮＰＯ法人青少年活動

センターゆうゆう２４（�23－1909）
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　スウェーデン語を勉強できる数
少ない機会です。興味のある方は
是非ご参加ください。
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11日（水）の20日間（新千歳空港

発着）

�����　参加費用の1/2を町

が補助します。（ただし、パス

ポート取得費用、旅行保険、ホー

ムステイ先での外出時の食費、単

独行動時の費用などは全額自己負

担）

�����　8月22日（月）～9月

5日（月）

����　役場企画課にありま

す。（10月初旬に英会話による面

接試験を実施）

▼����　申込書・作文（日本

語と英語）ほか。

�������　企画課企画振興

係　担 当　石 原・三 浦（�２３－

３０４２）

　町では、人材育成基金を活用し

高校生の短期留学によるホームス

テイ語学研修を支援しています。

　外国の生活や文化に接すること

で英会話能力を養い、将来、国際

交流活動に参加したいという希望

を持つ高校生の応募をお待ちして

います。ホストファミリーも「家

族」としてあなたを迎える準備を

してくれています。

�������　アメリカ合衆国

カリフォルニア州ロサンゼルス郊

外

����　応募締切日時点で当別

町に１年以上在住する高校生（通学

先は、町内外を問いません）

�����　12月23日（金）～1月
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�� ��し、委員長に横井委員、副委員長

に佃委員を選出し、「協働の指針」

を策定する目的や今後のスケ

ジュールについて話し合いが進め

られました。

　また、協働についての理解を深

めるために町民の皆さんを対象に

「��������	
��」を

8月に2回開催することなどが報告

されました。

　この会議は来年8月ごろまで10

回程度開催する予定です。次回の

日程は、決まり次第、町ホーム

ページなどでお知らせします。

▼��　企画課企画調整係（�23

－2393）

　再構築プランでは、住民と行政

が協働で地域の課題を解決するた

めに、協働のあり方についての基

本的な考え方や、施策の方向性な

どを示す「協働の指針」を町民の

皆さんの意見を取り入れながら策

定することとしています。

　策定について検討し、提言いた

だくために、「当別町協働の指針

策定検討委員会」を設置し、第1回

会議を7月13日に開催しました。

　会議では、委員に委嘱状を交付
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　町では、住民と行政の協働によ

るまちづくりを進めています。

　協働とはどういうことか、住民

と行政が課題を共有し、ともに解

決するにはどうすれば良いのか、

また、そのためにはどのように役

割を分担するのかなど、協働の取

り組みに関する先進自治体の事例

を聴いてより良いまちづくりを考

えましょう。

���　8月24日（水）18時～

���　「ゆとろ」（西町）

���　NPO法人北海道野球協議

会 理事長 見野　全 さん（元白老

町長）

���　200名

�����　住所または所属・氏

名・電話番号・参加人数をFAX・

電話・メールでお知らせください。

�����　8月18日（木）

����　企画課企画調整係（�

23－2393/�25－5555/メール

gyoukaku@town.tobetsu.hokkaido.j-

p）

��������� �� ��������	


　以前は町内会連合組織の事務

局を行政が担っていましたが、町

内会連合会では、自らの事務局を

設置しました。  

    この事務局では、防犯協会など

の様々な団体の事務局機能につ

いても一括して担っています。

　このほかにも町内会が主体と

なった公園の里親制度など、協働

の取り組みが町全体に根付いて

います。

� ���������������������	
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建設協会佃　由廣北海道医療大学横井壽之

女性団体連絡協議会宮本早�行政推進員連絡協議会�島勇一

ゆうゆう24大原裕介ボランティア連絡協議会河野芳子

ママCOMとうべつ宮川綾子ボランティアセンター木村美幸

プレシャスネット松岡良尚商工会安藤�孝

���������	
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�� （敬称略）



��������	 ��

�北海道では、道路、公園、河川、

海岸、その他の公共の場所や私有

地に、空き缶などをポイ捨てする

ことを防止するため、平成１５年に

「北海道空き缶等の散乱の防止に

関する条例」を施行しました。

　この条例や空き缶などの散乱防

止への関心と理解を深めるための

標語を募集しますので、是非応募

してください。

�����　道内に在住する方。

����　環境美化の大切さや空

き缶等の散乱防止を訴えるもの。

������　１５～４０字程度

�����　9月9日（金）（必着）

����　道環境政策課（�011－

231－4111・内線24－222）
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　お客様とのふれあいや細かい

サービス活動を広げ、地域に愛さ

れる商店街を目指そうと地元の商

工業者が集まり、ポイントカード

会を設立し、加盟店で買い物をす

るとポイントが付くカードを発行

します。

　地域支援券付きのポイントカー

ドとして、町内で活動する団体の

支援にも取り組んでいきますの

で、たくさんの町民の方の利用を

お願いします。
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　たくさんの応募の中から���

�����に決定しました。
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　100円の買い物で1ポイントが付

きます。5ポイントでふくろうの

絵が完成！！

　このふくろうを70個（35,000円

分）集めると、500円分の買い物か

ポイントカード会が主催するイベ

ントに参加できます。（イベント

は、温泉ツアーなどを計画中）

��������

　町内で活動する団体をサポート

しようというのが、地域支援券で

す。ポイントカード会に登録した

団体が地域振興券を集めて、５０枚

単位で換金することができます。

����　とうべつポイントカー

ド会事務局（「商工会」内・�23－

2447）

安藤石油販売（株）・（有）フードストアいしもと・カワハラ時計店・（株）
小島商店・小林商店・（有）下段モータース・（株）瀬戸商店・泉亭産業
（株）・大栄建工（株）・タツミ洋品店・辻野建設工業（株）・（株）当別熱
源・（株）並川・野口クリーニング・（有）信長・橋本商会・藤沢製菓（株）
ベスト電器当別店・北成自動車（株）・（有）堀内畳店・（有）松岡商事・
（株）三木商店・（株）山下呉服店・山田産商（株）・（有）よくばりコッ
コ・レストラン田西・（有）田西薬局
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���９月２３日   ���１０月15日～20日
���１１月１３日～１２月９日８月１日～９月８日高卒（見込含）２１歳未満の者����

��/１０月１６日  ��/１１月１８日・１９日９月９日～９月３０日高卒（見込含）２４歳未満の者����

��/９月１７日  ��/１０月８日～１４日　
８月１日～９月８日

１８歳以上２４歳未満の者�������

１８歳以上２７歳未満の者

����

９月２５日・２６日女子������

�� 受付時に通知随時男子

���江別募集事務所（�０１１－３８３－8９５５）・役場住民生活課住民生活係（�２３－３２０９）
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　墓前に放置された供物が散乱する状況に、例年、墓地を訪れる多くの

方々が不快な思いをしています。お墓参りの供物は持ち帰りましょう。

�������������	

　

　キツネ・アライグマなどに食べ

物を与えていると、人里に野生動

物が棲みつく原因になります。

　これらの野生動物は、家庭菜園

などを荒らしたり、エキノコック

ス症の発症原因になりますので、

餌付けは絶対に止めましょう。　

　　　　　　　　　（環境対策課）

�������
��������	
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　住宅の新築などをお考えの方

は、住宅金融公庫がバックアップ

する民間金融機関の長期固定金利

住宅ローン「フラット35」が利用

できます。

����　同公庫北海道支店（�

011－261－8318）/ホームページ

http://www.jyukou.go.jp/

��������	�
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①最長35年間の長期固定金利
②保証料0円、繰上返済手数料0円
③融資限度額最高8,000万円（建設・
購入費用の8割）
④中古住宅の取得も対象
⑤今ならさらに��������
����で当初5年間の融資金利を
0.3％引き下げます。（適用戸数に
は限りがあり、年度途中で締め切
る場合があります。）

��������	
�

�����　甲種、乙種（第１～第

６類）及び丙種

����　札幌市ほか６市

▼����　9月1日（木）～9日

（金）

��������	
��

� � � �　8月30日（火）、３１日

（水）のいずれか１回を受講。

����　札幌市

�����　開催日の10日前ま

で。

���　当別消防署消防課指導係

（�２３－２５３７）

�����　一般行政職[上級職1

名、初級職2名］を予定（当別町採

用予定者分）

�����　

����　昭和53年4月2日から昭

和59年4月1日までに生まれた方

で、大学を卒業または平成18年3

月卒業見込みの方。

����　昭和59年4月2日から昭

和63年4月1日までに生まれた方。

����　9月18日（日）

�����　北海道医療大学

�����　8月5日（金）

����　石狩支庁管内町村会

��������　役場総務課人

事係（�23－

2330・内線258）

��������	
��

��������	
��

�� �� �����　9月26日（月）～10月

5日（水）までに同校へ願書を提出

してください。

����　同校教務係（中川郡本

別町�０１５６２－４－２１２１・内線２０５）

または役場農林課農務係（�23－

3091）へ。

��������	
��������	


�� ��

�町では、排水設備指定業者の資

格要件に「排水設備工事責任技術

者」の登録を義務付けています。

����　11月9日（水）

�����札幌市ほか

�����　試験地で10月に開催

します。

�������　受験料4,000円、

受講料3,000円（テキスト代含む）

�����　9月1日（木）～12日

（月）9時～17時15分（土・日曜、正

午～１３時は除く。）

��������	下水道課庶務

係（�23－3542）

※願書は、下水道課庶務係に用意

してあります。

��������
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   海上保安庁では、平成18年4月

採用の海上保安大学校学生の採用

試験を実施します。

▼��������8月25日（木）

～9月6日（火）

▼���　一次試験～10月29日

（土）・30日（日）

▼��　申込方法、受験資格、受

験場所など詳細は第一管区海上保

安本部（�0134－27－0118）へ。

海上保安庁ホームページ

http://www.kaiho.mlit.go.jp/

�����
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�� ��　道立農業大学校は、実習など実

践的な学習を主体とした特色ある

教育を行っています。

　同校では、次のとおり平成１８年

度の生徒を募集します。

���������	
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��　計60名（2年間）

��������	
　10名（2年

間）

�����　高等学校を卒業（平

成18年3月卒業見込みを含む。）ま

たは、これと同等以上の学力を有

すると認められた方。

　本校を卒業後に、道内で農業に

従事する意志を有する方。

��������
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   町では、「思いやりと生きがい

を感じられるまちづくり」をめざ

して計画を策定します。

    策定委員会は公開しています

ので、傍聴してみませんか。

▼���8月8日（月）　19時～

　（2時間程度）

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　

�当別町の高齢者などの実態

�サービス提供の現状と課題

▼��　福祉課介護サービス係

（「ゆとろ｣内・�23－3029）

��������	
��
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�� �� ▼��　13時30分～15時30分

▼��　ゆとろ(西町)

▼��　体力測定、足腰を鍛える

運動、転倒予防のための講話など。

希望者には体の動きや、生活環境

を見直すため作業療法士による個

別の相談をお受けします。

▼��　無料

▼����　9月２日（金）

▼�����　福祉課保健サービ

ス係（「ゆとろ」内・�23－2346）
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　転倒してケガをしないための運

動をしませんか。筋力をつけるこ

とが、転倒を予防することにつな

がります。｢もう、歳だから。」と

あきらめず、皆と一緒に転ばぬ先

のカラダづくりをしましょう。

▼��　おおむね65歳以上で、次

のうち一つでも当てはまる方は是

非参加ください。

��������	
��
��

��������	
��
��

��������

��������	
��
��

������

���������	
��
���

��������	
��
��

��������

（介護認定を受けている方は対象

外とさせていただきます。）

▼��　１０月１８日(火)、２４日(月)、

１１月１日(火)、１４日(月)、２９日（火）、

１２月５日(月）
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　住民税の申告が必要と思われる

方には、申告の案内を郵送しま

す。申告をお忘れの方は、すみや

かに役場税務課へ申告書を提出し

てください。申告しないでいる

と、所得証明や課税証明などの証

明書を交付できない場合がありま

すのでご注意ください。（サラ

リーマンなどの給与所得者を除

く）

　また、現在、単身赴任などで町

  （財）北海道盲導犬協会では、生後50日くらいの子犬を、約1年間愛情
をかけて育てていただける家庭（パピーウォーカー）を募集しています。
　パピーウォーカーには、担当者の家庭訪問や同協会で１～３カ月ごと
に行われる講習会（日曜開催）などを通して、
しつけや健康管理のアドバイスを行います。
　犬を飼った事のないという方でも、
どうぞお申し込みください。
▼���次の条件を全て満たしている方。
　①室内飼育できる方。②長時間留守にしない方。
　③犬との移動が自由にできるよう自家用車をお持ちの方。
▼��　事前にボランティア登録を行い、子犬が産まれましたら連絡      
              します。
���　同協会（札幌市南区南30西8－1－1・�011－582－8222）
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�です。納められた税金は、皆さ

んの生活を豊かにするために使わ

れていますので、計画的な納税で

未納のないようお願いします。

　また、��������	�


���������	
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�

します。
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　毎月第２・第４木曜日の１９時３０分

まで納税課に納税相談窓口を開設

し、納税相談・窓口納付などを

行っていますのでお気軽にご利用

ください。

����　納税課納税係（�23－

2341）

��������	
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�� ��

外に転出している夫の妻にも、ご

案内しますので、申告手続きをお

願いします。

�����税務課税務係（�23－

2332）
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　現在使用されている�����
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　新しい被保険者証は９月中旬に

郵送する予定ですが、窓口交付や

長期間不在のため郵送日の変更を

希望する方は、８月３１日（水）まで

に電話で申し出ください。
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　家族の中で「遠隔地用被保険者

証」が必要な方は役場窓口で申請

してください。
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　月額の年金保険料に、付加保険

料として400円を多く納付すると、

将来受け取る老齢基礎年金に 、

200円×付加保険料納付月数分が

加算されます。

 　たとえば、10年間付加保険料

を納付すると、年金を受けるとき

��������	
��
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�� ��

に、24,000円（200円×10年×12月）

が上乗せされます。
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　老齢基礎年金の受給資格期間を

満たした夫が、年金を受けないで

死亡した場合で、１０年以上婚姻期

間があった妻に、６０～６５歳までの

間支給されます。

　寡婦年金の額は、夫が受けるは

ずであった老齢基礎年金額の４分

の３になります。

��������	

　３年以上国民年金の保険料を納

付した人が、年金を受けないで死

亡したときに、その遺族に支給さ

れます。

　死亡一時金の額は、保険料を納

付した期間に応じて、120,000～

320,000円が支給されます。
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　４月以降に「学生用被保険者証」

の交付を受けている方は「旧学生

用被保険者証」と新しい「被保険

者証」を持参してください。

　また、新たに必要となった方

は、学生証など学生を証明できる

ものと新しい「被保険者証」を持

参してください。

��������	


　被保険者証は毎年更新しますの

で、有効期限は、平成１8年９月３０日

までになります。

　医療費が

増えると国

保税の負担も増えることにつなが

りかねません。

　健康な生活を送る上でなくては

ならない国保制度を守るために

も、一人ひとりが医療費に関心を

持ち次のことを心がけましょう。

�健康を守るパートナー「かかり

つけ医」を持ちましょう。

�同じ病気で複数の医療機関への

受診は避けましょう。

�健康な生活を送るために日頃か

ら健康づくりを心がけましょう。

�基本健康診査やがん検診を必ず

受けましょう。国保では、一部助

成をしています。

▼���　国保�国

保 年 金 係（�23－

2467)　健康�保健

サービス係（「ゆと

ろ」内・�23－2346）
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　８月１０日（水）・２5日（木）
　役場1階国保年金係へ
　お気軽にお越しください。
���������	


��　札幌北社会保険事務所
���８月１９日（金）
　　　１０時～１５時
��　商工会館（錦町）
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　現在お持ちの��������
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　引き続き受給者証が必要な方

は、����������	
�

�をしてください。

　詳しい内容は該当する方に通知

していますのでご確認ください。
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　難治性肝炎のうちの「ウイルス

性肝炎」と「橋本病」は、これま

での特定疾患治療研究事業として

は終了し、新たな対策を実施こと

となりました。

　現在受給者証をお持ちの方には

内容を通知していますので、確認

の上、申請してください。

　また、いずれの申請も臨時受付

窓口を設けていますが、都合が悪

い方は、江別保健所と同石狩支所

で随時受け付けていますのでご利

用ください。

▼����江別保健所（�011－

383－2111）
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梨木　香歩村田フェンディ滞土録
　
　
�
�
�

角田　光代いつも旅のなか
宇江佐真理たば風
トリイ・ヘイデン霧のなかの子
佐藤　弘道子どもはぜんぜん悪くない
増尾　清家庭でできる食品添加物　農薬を落とす方法
ウルフ・スタルクガイコツになりたかったぼく

　
　
�
�
�

内田麟太郎へいきへいき
五味　太郎なつはぐんぐん
ダレン・シャンロード・ロス
今井　恭子歩きだす夏

�������

ヘルスケア
総合政策研究所ホームヘルパーの悲鳴

　
　
�
�
� 横山　秀夫ルパンの消息

江國　香織パンプルムース
高橋　哲哉靖国問題
新井　政彦ユグノーの呪い
斉藤　孝がまの油

　
　
�
�
�

セルジュ・ブリュソロ宇宙の果ての惑星怪物
ヴァージニア・ソレンセンメープルヒルの奇跡
香月　日輪ワルガキ幽霊にびびる
メム・フォックスポスおばあちゃんのまほう
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　日赤奉仕団の「友愛セール」が白樺コミセンで行わ
れました。同団は、各家庭から集めた様々な品物を

格安で提供し、益金
で火災に遭われた
方に布団を贈った
り、災害地へ義援金
を送金する活動を
行っています。 
　　　  　(7月9日）

　元町町内会の住民が、七夕祭りの会で「ローソク出
せ～♪」と歌いながら町内を回る当別幼稚園児に、飴

やお菓子などを配
りました。園児ら
は、バックにおやつ
を入れてもらい「あ
りがとう」と元気に
お礼を言っていま
した。　　（7月8日）
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（敬称略・議席順）
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町議会六軒町神林　俊一�����

公選東   裏佐々木正英����

公選中小屋石�　�征

����

公選高   岡石田　秀人

公選獅子内森田　正明

公選若   葉谷口安�男

公選六軒町津崎　良一

公選ビトエ大坪　慶�

公選川   下川村　　修

当別土地改良区春日町山田　　智

北石狩農協東   裏川原　博志

公選金   沢�成　賢二

公選蕨   岱安榮　　修

農業共済組合若   葉伊藤　榮一

公選中小屋古谷　良輝

公選弁華別押野見愼一
　　��������	
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�������	
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　任期満了に伴う農業委員会委員選挙で、選挙による委員の
定数１２人に対して１４人が立候補し、７月１０日の選挙の結果、次
の方々が委員に選ばれました。
   また、選任委員として町議会、農業団体の推薦で４人の方が
選任され、計１６人の委員が決まり、２０日に開催された第１回総
会で、会長、職務代理者が決定しました。
　任期は、平成17年7月20日から平成20年7月19日までです。
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　　日時  9月1日・１３時～１６時　 �������������  ���������事前に福祉課福祉係（�23－3019）へ。　
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　　日時  8月11日、8月25日・１３時～１６時　������������   ��������町社会福祉協議会（�22－2301）へ。
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　札 幌 地 区 ト
ラック協会札幌
北支部より交通
安 全 の 旗２３８枚
が、町交通安全推
進委員会へ寄付
されました。７月８日に堀川和雄副支
部長が役場を訪れ、泉�町長に手渡し
ました。
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あえ～るで休憩しませんか

　片桐企業グループ（片桐　理代表）
より、屋外で使用できるステージスタ
ンド10台（100万円相当）が教育委員会
に寄付されました。
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りゅうせい
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りゅうか

��������������
たける

����������������
さ く ら

���������������
り り
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こ う た

���������������
こ な つ

���������������
ま り な

������ ���������

緑　町本　人〈83〉�木　ユウ

川　下愛　吉〈80〉中川　 貞一 
ていいち

栄　町憲　政〈47〉中�　 恵子 
け い こ

西　町本　人〈55〉加�　 榮 
さかえ

元　町本　人〈86〉南雲　 正好 
まさよし

弥　生本　人〈64〉大舘　 秀 
まさる

太美南本　人〈76〉井上　 千春 
ち は る

弁華別本　人〈69〉押野見 淳一  
じゅんいち

当別太本　人〈78〉松浦　 光雄 
み つ お

東　町本　人〈63〉根木　 建明 
たつあき

高　岡本　人〈77〉松井　 繁雄 
し げ る

弥　生本　人〈86〉中野　ツル

元　町武〈86〉戸來　 俊也 
と し や

���������������
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▼八木和香美さん（当別太）から５０万円
▼加来須美枝さん（西町）から５万円
▼押野見春代さん（弁華別）から５万円
▼当別ライオンズクラブ（井上芳一会
長）から4万1,514円
▼匿名の方から７万円
▼対雁老人クラブ（刑部利秋会長）から
雑巾１００枚
▼北栄町婦人会（袖山百合子会長）から
タオル６０枚・石鹸１５個
▼寿会（川原二三子代表）からタオル６０
枚・雑巾７０枚
▼遠山秀子さん（当別太）から雑巾６０枚
▼㈱熊谷電器商会からカラオケカセッ
トテープ１０４枚
◎社協「愛の小箱」募金として
▼セイコーマートくぼ（弥生）から3,677円
▼ピーターパン（弥生）から6,596円
��������

▼当別ライオンズクラブ（井上芳一会
長）より児童図書33冊
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���������福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６） 

�����

場所時間日時内　容場所時間日にち内　容
ゆとろ10：30～７日(水)リハビリ教室西コミ  9：30～１日(木)健康相談（太美）

ゆとろ 10：00～１3日(火)友遊会ゆとろ13：00～５日(月)4カ月10カ月児健診(BCG)

ゆとろ   9：30～毎週月/金健康運動相談歯のプラザ13：00～６日(火)マタニティースクール
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妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出産期
を過ごしましょう。
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該当の日程を対象者へ通知します。
お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食な
ど、日ごろの悩みを解消しましょう。
���������	
��をします。
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１歳から就学前までの幼児。
虫歯のチェックと、フッ素の塗布���
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　�勤医協当別診療所
　�近藤医院
　�太美中央医院
　�スウェーデン通り内科循環器科クリニック
　�さわざき医院（要予約）
　�とうべつ内科クリニック（要予約）

�����������	
���
������������	
�
�
�
�
�
�

��������	
��
���	���

��������	
��
	
��

��������	
��
	
��

糖尿病や高血圧など生活習慣病のチェックが
できます。（４０歳以上）���������	�
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18～39歳の女性が基本健康診査、歯科健診を
受診できます。
35歳以上の希望者は胃がん検診が受診できま
す。
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基本健康診査、胃・肺・大腸がん検診、肝炎
ウィルス検診、歯科健診が受診できます。
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保健師や栄養士が健康についての相談に応じ
ます。
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健康運動指導士が個別の運動方法をアドバイ
スします。
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必要な方はゆとろの運動器具を使った運動実
践ができます。
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脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に不
自由さがある方。
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外に出る機会の少ない高齢の方。������
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外に出る機会の少ない高齢の方。���
������
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お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510
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食
中
毒
は
１
年
を
通

し
て
発
生
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
気

温
が
上
が
り
始
め
る
6

〜
9
月
に
か
け
て
多
く

発
生
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

免
疫
力
の
弱
い
お
年
寄
り
や
小
さ
い

お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
特
に
食

材
管
理
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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食
品
を
購
入
し
た
ら
、
長
く
持
ち
歩
か

ず
に
、
す
ぐ
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
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冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意
し
、
ス

ペ
ー
ス
は
三
割
位
空
い
て
い
る
と
理
想

的
。
温
度
は
、
冷
蔵
庫　

℃
以
下
、
冷
凍

10

庫
マ
イ
ナ
ス　

℃
以
下
が
目
安
で
す
。　

15

　

し
か
し
、
低
温
状
態
に
あ
っ
て
も
菌
の

繁
殖
が
停
滞
す
る
だ
け
で
、
冷
凍
し
て
も

菌
は
死
に
ま
せ
ん
。
冷
蔵
庫
を
過
信
せ

ず
、
購
入
し
た
食
品
は
早
め
に
使
い
切
り

ま
し
ょ
う
。
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手
洗
い
は
食
中
毒
に
限
ら
ず
感
染
症

予
防
の
基
本
で
す
。
調
理
前
は
も
ち
ろ

ん
、
食
事
前
も
し
っ
か
り
石
鹸
を
使
い
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
材
は
、
流
水
で
よ
く
洗
っ
て
か
ら
調

理
し
ま
し
ょ
う
。

　
 
生
の
肉
・
魚
・
卵
を
取
り
扱
っ
た
場

合
に
は
手
だ
け
で
は
な
く
、
ま
な
板
・
包

丁
な
ど
も
こ
ま
め
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。　

　

ま
た
、
ま
な
板
・
包
丁
・
ふ
き
ん
・
ス

ポ
ン
ジ
な
ど
の
調
理
器
具
は
定
期
的
に

熱
湯
消
毒
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。
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菌
は
熱
に
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
の
菌
は　
75

℃
以
上
で
１
分
間
加
熱
す
る
と
死
滅
し

ま
す
。
加
熱
調
理
す
る
場
合
や
作
り
置

き
の
も
の
を
食
べ
る
時
に
は
、
し
っ
か
り

中
ま
で
熱
を
通
し
ま
し
ょ
う
。
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食
前
に
は
手
洗
い
を
し
っ
か
り
行
い
、

食
品
の
常
温
で
の
放
置
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
Ｏ
―
1
5
7
は
室
温
に　
15

〜　

分
放
置
し
た
場
合
、
菌
が
2
倍
に
増

20
え
ま
す
。
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残
っ
た
お
か
ず
は
き
れ
い
な
食
器
に

移
し
て
保
存
し
、
古
い
食
材
は
確
認
し
て

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
食
中
毒
の
症
状
は
、
腹
痛
、
下
痢
、
お

う
吐
な
ど
風
邪
と
間
違
え
や
す
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
十
分
に
水
分
補
給
を
し
、

自
己
判
断
で
市
販
の
薬
な
ど
を
飲
ま
ず

に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
は
、
予
防
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
家
族
み
ん
な
で
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
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　　金沢にて撮影
　　　写真提供　白岩　勉さ

ん（金沢）
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ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
は
、
虫
が
付
き
易
い

の
で
す
が
、
駆
除
効
果
が
あ
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
を
栽
培
し
た
後
に
野
菜
を
作
る
な
ど
、
農
薬

を
使
わ
な
い
安
全
な
土
作
り
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

今
は
町
外
へ
出
荷
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
が
作
っ
た
無
農
薬
野
菜

を
町
内
で
消
費
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
安
全
安
心
な
無
農
薬
野
菜
を
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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陶
芸
は
、
物
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た
妻
が
７

年
前
か
ら
始
め
、
今
で
は
お
互
い
共
通
の
趣
味

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

焼
き
物
を
作
っ
て
い
る
時
間
の
楽
し
さ
に
惹

か
れ
、
２
年
前
に
「
き
ら
り
工
房
」
を
建
て
、
1

年
中
土
に
触
れ
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
畑
と
工
房
で
別
々
の
場
所
に
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
農
作
業
が
忙
し
い
時
は

夫
婦
で
畑
仕
事
を
し
て
、
農
作
業
が
無
い
冬
の

間
は
夫
婦
で
陶
芸
を
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
時

間
を
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
仕
事
を
し
て
、
忙

し
い
時
に
助
け
合
い
、
共
通
の
話
題
を
持
て
る

こ
と
に
贅
沢
さ
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

の
時
間
を
大
切
に
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

「
き
ら
り
工
房
」
毎
週
日
・
月
・
火
開
い
て
い
ま
す

　
��
�
�
�
�
�
�
�
	


�

������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
８
月
に　

年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、

１５

30

以
前
か
ら
や
ろ
う
と
決
め
て
い
た
農
業
を
始
め
ま

し
た
。
野
菜
農
家
を
目
指
し
、
祖
父
が
残
し
て
く

れ
た
土
地
に
大
根
や
と
う
き
び
な
ど　

種
類
以
上

20

の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
も

と
も
と
畑
仕
事
が
好
き
な
の
で
、
気
持
ち
に
ゆ
と

り
を
持
ち
な
が
ら
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
に
安
心
安
全
な
野
菜
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
無
農
薬
野
菜
に
チ
ャ
レ

����������
い　　 ま い　

interview 
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